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ハコダテフィッシャーマンズ
【函館市】

漁業のかっこよさを伝えたい

【はじまりは？】 【ここが自慢】

【おもな活動】

連絡先

代 表 者 名 ：熊木祥哲さん／設立：2020年／会員：4名

Ｕ Ｒ Ｌ ：

住 所 ：函館市豊川町27番6号
函館市漁業協同組合青年部気付

電 話 番 号 ：0138-23-3195（函館市漁業協同組合）

Ｆ Ａ Ｘ ：0138-22-3051（函館市漁業協同組合）

Ｅ－ｍａｉｌ：

写真添付

魚ばなれが叫ばれるなか、息子に「パパが捕っ
た魚はどこで売ってるの？」と聞かれて答えるこ
とができませんでした。地元の海産物のことや、
それを捕った漁師のこと、漁業の現状などをもっ
と市民に知ってもらいたい、そして地元を盛り上
げたいとの思いから、「マルシェをやっちゃお
う！」と思い立ったのが始まりです。
若手漁師４人で『ハコダテフィッシャーマン

ズ』を結成し、2021年２月に自分が捕った魚を持
ち寄って「フィッシャーマンズマルシェ」を開催。
自分が捕った魚に初めて自分で値段を付けて、直
接売ることができました。

漁業者が自ら販売する初めてのマルシェを開催

団体・企業等と連携してイベント等を仕掛けて
います。新幹線で大宮まで魚を運んだ「函館物産
展」や水産会社とコラボしてマルシェ等に参加し
ています。
また、型が小さい、

知名度が低いなどの
理由で流通ルートに
乗らない未利用魚に
着目した商品化等も
展開中です。

地域を活性化するために町会と一緒にできる
ことは、食のイベントを開くことだと思い、町
会単位でのマルシェを企画・開催しています。
この活動をきっかけに、町会が独自に魚や野菜
を仕入れてマルシェやイベントを開催したり、
町会同士の結びつきも生まれています。
漁師自らが現状を

発信し、周りを巻き
込むことで、マチを
盛り上げ、産業全体
を元気にすることが
できると信じていま
す。

町会単位でのマルシェの開催

「未利用魚プロジェクト」のメンバー

【“仕組み”を作って漁業を盛り上げる】

函館市


